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■イベントカレンダー

5
6
8
9
10
10

特
集

市報やまぐちの 8月 1日号と8月 15日号は、 合併号として 8月 1日に発行します。
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問問
　
　
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
る
祇
園

囃
子
で
す
が
、
昭
和
の
時
代
に
一
度
途
絶
え
て

い
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
か
つ
て
の
山
口
祇
園
祭
は
、多
く
の
山
車（
鉾

と
山
）
が
ま
ち
を
練
り
歩
き
、
大
変
な
に
ぎ

わ
い
で
し
た
。
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
規
模

が
縮
小
さ
れ
、
つ
い
に
は
、
先
の
大
戦
で
祇
園

囃
子
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
お
囃
子
の
な
い
お
祭
り（
音
な
し
祇
園
）と
な
っ

て
年
月
が
経
ち
、
山
口
に
は
、
お
囃
子
を
演
奏
で

き
る
人
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
か
つ
て
の
山
口
祇
園
祭
の
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
祇
園
囃

子
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
、
昭
和
61
年
と
62

年
に
山
口
市
観
光
協
会
は
、京
都
へ
赴
き
、

祇
園
囃
子
の
伝
授
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
当
時
は
、「
祇
園
囃
子

を
京
都
か
ら
外
に
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
翌
63
年
、
再
び
京
都
に
赴
い
た
際
に
、

「
西
の
京
と
謳う
た

わ
れ
る
山
口
市
な
ら
」
と

い
う
こ
と
で
、
よ
う
や
く
承
諾
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
京

都
か
ら
ご
指
導
を
賜
り
、
練
習
を
重
ね

る
こ
と
で
、平
成
2
年
、つ
い
に
太
鼓
、笛
、

鉦
の
そ
ろ
っ
た
祇
園
囃
子
を
山
口
の
地

で
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
山
口
祇
園
囃
子
保
存
会
で

は
、
京
都
で
教
え
て
い
た
だ
い
た

「
日ひよ
り
か
ぐ
ら

和
神
楽
」「
立たつ
た田
」「
月つき
」
の
３
つ
の

演
目
を
現
在
も
大
切
に
守
り
、
奏
で
続

け
て
い
ま
す
。

年
５
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
た
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

＆
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
２
０
２
４
」
に

本
市
か
ら
も
参
加
し
、
山
口
祇
園
祭
を

は
じ
め
と
す
る
、
山
口
の
歴
史
と
伝
統
・

文
化
な
ど
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、「
Ｎ
Ｙ
Ｔ
紙
や
パ
レ
ー
ド
等

で
山
口
市
を
知
り
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
本
市
に
注
が
れ

る
期
待
の
高
ま
り
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
外
か
ら
山
口

祇
園
祭
に
お
越
し
に
な
る
方
々
に
は
、
た

く
さ
ん
の
人
々
の
手
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
「
音
色
」
も
ぜ
ひ
お
楽
し
み
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

自分たちの手で　祇園囃子を守り、伝える

▲ニューヨーク市マンハッタンで開催された「ジャパン
パレード＆ストリートフェア2024」で演奏を披露

口
祇
園
祭
は
、
八
坂
神
社
（
山
口
市

上
竪
小
路
）
の
祭
礼
で
、
毎
年
７
月

20
日
、
神
輿
を
御
旅
所
へ
お
連
れ
す
る
「
御ご

神じ
ん
こ
う幸
」
に
始
ま
り
、
同
27
日
に
八
坂
神
社
へ

お
返
し
す
る「
御ご
か
ん
こ
う

還
幸
」ま
で
の
お
祭
り
で
す
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
室
町
時
代
、
ま
ん
延
す

る
疫
病
の
退
散
を
祈
願
し
た
こ
と
が
始
ま
り

と
さ
れ
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
約
６
０
０
年
も

の
間
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
道
の
り
は
決
し
て
た
や
す
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
神
輿
の
御
巡
幸
を
中
止
す

る
な
ど
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
山
口

祇
園
祭
を
支
え
続
け
て
こ
ら
れ
た
山
口
祇
園

祭
振
興
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
や
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
思
い
と
ご
尽
力
に
よ
り
、昨
年
、

４
年
ぶ
り
に
復
活
開
催
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
山
口
祇
園
祭
の
歴
史
か
ら
は
、
ま

ち
の
繁
栄
と
生
活
の
平
穏
を
願
い
続
け
て
き

た
山
口
に
暮
ら
す
人
々
の
思
い
、
そ
し
て
、
そ

の
思
い
が
昔
か
ら
今
も
変
わ
ら
ず
こ
の
地
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

月
20
日
の
夜
、
太
鼓
、
笛
、
鉦か
ね
に
よ
っ

て
奏
で
ら
れ
る
「
コ
ン
チ
キ
チ
ン
」
の

音
色
が
ま
ち
に
響
き
ま
す
。―
祇
園
囃
子
で
す
。

　

八
坂
神
社
か
ら
御
旅
所
ま
で
の
参
道
を

お
囃
子
の
演
奏
者
を
乗
せ
た
２
台
の
山だ

車し

（
菊きく
す
い
ぼ
こ

水
鉾
、眞しん
ぐ
り
や
ま

車
山
）が
、３
基
の
神
輿（
四
角
、

六
角
、
八
角
）
を
先
導
し
な
が
ら
進
み
ま
す
。

　
実
は
、
祇
園
囃
子
の
「
音
色
」
に
は
、
神

輿
が
通
る
参
道
を
清
め
祓は
ら
う
意
味
が
あ
る
の

で
す
。

一
度
は
途
絶
え
た
「
音
色
」

　
復
活
か
ら
30
余
年
の
間
、
活
動
を
続
け
て

く
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
5
月
に
は
、
山
口
市
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
（
Ｎ
Ｙ
Ｔ
紙
）
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
祇
園
囃
子
を
披
露
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ

ま
し
た（
下
段
写
真
）。
こ
う
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
祇
園
囃
子
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と

で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
携
わ
る
方
が
増

え
、
山
口
の
祇
園
囃
子
が
こ
れ
か
ら
も
継
承

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

京
都
か
ら「
西
の
京
」
山
口
へ

受
け
継
が
れ
る
「
音
色
」

律子さん▶ニューヨークでは、
山口祇園祭の様子をありのまま
伝えることを意識して演奏しま
した。郷土の伝統を受け継ぐ大
人の姿を見ることや、伝統に触
れる経験は子どもの心に残って
くれるのではないかと思います。

瑞結さん▶祇園囃子を聞いた人
が楽しそうに盛り上がっている
とうれしくなります。山口祇園
祭を見に来る友達や同世代の人
にも関心を持ってもらえるとい
いなと思います。

神
輿
の
熱
気
と
夏
の
﹁
音
色
﹂

山口祇園囃子保存会 代表

真
まに わ
庭 宗

むね お
雄さん

祇
園
囃ば
や
し子
や
勇
壮
な
神み
こ
し輿
の
掛
け
声
、

市
民
総
踊
り
の
「
大
内
の
〜
お
殿
様
〜
♪
」

な
ど
の
『
音
色
』
を
耳
に
す
る
と
、
山
口

の
本
格
的
な
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
山
口
祇
園
祭
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

観
光
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
０

山
口
祇
園
祭
の
あ
ゆ
み

大
内
弘
世
が
京
都
祇
園
社
を
勧
請
し
、

社
殿
を
造
営

応安2年
（1369年）

昭和 38年
（1963年）

令和 5年
（2023年）

令和2～ 4年
（2020～22年）

長禄 3年
（1459年）

第
18
回
国
民
体
育
大
会
（
山
口
国
体
）

を
契
機
に
「
市
民
総
踊
り
」
が
始
ま
る

神
輿
の
御
巡
幸
の
中
止
（
3
年
間
）

大
内
教
弘
が
京
都
の
祇
園
祭
を
取
り

入
れ
た
祭
礼
（
山
口
祇ぎ
お
ん
え
園
会
）
を
開
催

復
活
開
催

山口祇園祭に向けて練習する様子

Interview.

瑞
みずき
結さん

河
かわむら
村律

りつ こ
子さん

親子で祇園囃子保存会に
参加しています！

神
輿
の
熱
気
と
夏
の
﹁
音
色
﹂

神
輿
の
熱
気
と
夏
の
﹁
音
色
﹂

神
輿
の
熱
気
と
夏
の
﹁
音
色
﹂

今

山７

「
鷺さ
ぎ
の
舞ま
い
」
が

山
口
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

昭和51年
（1976年）

▲御巡幸の代わりにトラックで
御旅所まで運ぶ準備をする様子
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公公
こ んこ ん

州州
じ ゅじ ゅ

市市
しし

忠忠
ちゅんちゅん

南南
な むな む

燕燕
よ んよ ん

亭亭
じょんじょん

国国
こ くこ く

楽楽
が く だ んが く だ ん

団団の演奏会開催の演奏会開催
姉妹都市締結 30周年記念として、伝統楽器を中心とした管
弦楽団「公州市忠南燕亭国楽団」が本市を訪れ、下記の日程
で演奏会が行われます。韓国の音楽文化に触れてみませんか。
■日時：8月 7日 ( 水 )18 時 30分～ 20時 ( 開場 18時 )
■会場：山口市民会館 小ホール（中央二丁目 5-1）
■定員：200人
■料金：無料（要事前予約）※先着順
■申し込み：７月１日 (月 ) から７月 31日 ( 水 )

までに右の二次元コードから申し込み。
［公州市忠南燕亭国楽団］
韓国の伝統音楽をはじめ、現代の創作音楽など、
さまざまな演奏を行う。

相
互
の
交
流

本
市
と
公
州
市
は
、
こ
れ
ま
で
相
互
に
市
民
訪
問
団

派
遣
や
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
記
念
式
典
へ
の
参
加
な

ど
、
市
民
同
士
、
都
市
同
士
の
交
流
を
通
じ
て
お
互
い

の
地
域
性
や
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
、
国
境
を
超
え
た

友
好
関
係
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
を
記
念
し

て
、
８
月
６
日
（
火
）
か
ら
８
日
（
木
）
に
か
け
て
、

公
州
市
公
式
訪
問
団
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

▼公州市民に、国宝瑠璃光寺五重塔の
視察や浴衣の着付け体験など、さまざ
まな文化体験を行ってもらい、日本や
本市の文化について理解を深めていた
だきました。

▲昨年 10 月 6日に公州市で開催された姉妹都
市締結 30 周年記念式典に本市の公式訪問団が
出席しました。公州市庁舎前で公州市と本市の
さらなる発展を祈念し、「富貴」の花言葉を持つ、 
“サルスベリ”の記念植樹が行われました。

山口市姉妹友好都市

本
市
は
、
４
つ
の
海
外
都
市
と
姉
妹
友
好
都
市
提

携
を
結
ん
で
い
ま
す
。
姉
妹
友
好
都
市
と
は
、
文
化
交

流
や
親
善
を
目
的
と
し
た
地
方
政
府
同
士
の
関
係
の
こ

と
で
、
韓
国
の
公
州
市
と
昌ち

ゃ
ん
う
ぉ
ん原
市
、
中
国
の
済さ

い
な
ん南
市
、

ス
ペ
イ
ン
の
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
が
本
市
の
姉
妹
友
好
都

市
で
す
。
今
回
は
、
昨
年
に
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
を

迎
え
た
公
州
市
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
紹
介
し
ま
す
。

問
国
際
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
５

公
州
市
に
つ
い
て

公
州
市
は
、
大
韓
民
国
の
中
西
部
に
位
置
し
、
か
つ

て
の
百
済
王
国
の
都
と
し
て
栄
え
、
武ぶ

ね
い寧
王
陵
（
百
済

第
25
代
武
寧
王
の
古
墳
）
な
ど
、
多
く
の
文
化
財
が
残

る
歴
史
・
文
化
の
ま
ち
で
す
。
大
内
氏
の
始
祖
が
、
百

済
第
26
代
聖
明
王
の
第
３
王
子
・
琳り

ん
し
ょ
う聖
太た

い
し子
で
あ
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
５
年
に
本
市
と
姉

妹
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

韓国 公
こ ん じ ゅ

州市

①百済王陵群で百済第 25代武寧王とその王妃を合葬した古墳。②
百済時代の代表的な古代の城壁で、64年間王都を守り続けた。近
くに錦

くむがん

江が流れる人気の観光スポット。
武寧王陵を含む宋

そくちゃんり

山里古墳群と公山城はユネスコ世界遺産に登録。

①武寧王陵および王陵園

②公
こんさんそん

山城

◀公州市のマスコット コンジュ (左 ) コマゴム (右 )

演奏会にご来場いただいた方
には、プレゼントもあります。 神輿の担ぎ手募集中

神輿の担ぎ手として山口祇園祭に参加していただける
方を募集しています。

日程
7/20（土）御神幸
7/27（土）御還幸 7/27（土）御還幸

対象 裸坊（男性） 女みこし（女性）

申込期限 7/10（水）

申し込み
問い合わせ

山口祇園祭振興会
☎083-920-0222

山口市商店街連合会
☎083-902-0892

交通規制 （車両通行止め） の実施

　　　…7月20日（土）、27日（土）の車両通行
　　　　止め区間
　　…７月24日（水）の車両通行止め区間
※いずれも 19時～22時は車両通行止めします。

山口駅

御旅所

裁判所
●

●

●市民会館

●

●
八坂神社

204

２
０
２
４
年

の
見
ど
こ
ろ

●山口銀行

コープ
●

（大市）（西門前）

（
駅
通
り
）

札ノ辻（道場門前） （米屋町） （中市）

「浦安の舞」 の奉納
▼時間　18時30分～
▼場所　御旅所

御
ごかんこう

還幸 （神輿の巡幸）
御旅所から3基の神輿を八坂
神社へ戻してお祭りを締めく
くります。
▼時間 19時 30分～
▼場所　御旅所から八坂神社まで

御還幸では女みこしも登場

市民総踊り
1,000人を超える参加
者による踊りが、祭り
の中日を彩ります。
▼時間　19時30分～21時
▼場所　中心商店街

山口井筒屋

御
ごじんこう

神幸 （神
み こ し

輿の巡幸）
四角・六角・八角の3基の神輿を約400
人の裸坊が担ぎ、勇壮な掛け声とともに
練り歩きます。
▼時間　19時～
▼場所　八坂神社から御旅所まで

祇園囃子
▼時間　18時50分～
▼場所　八坂神社から商店街まで

「浦安の舞」 の奉納
地元小学生の舞姫たちが、「扇の舞」「鈴
の舞」の2部からなる浦安の舞（神楽舞）
を優雅に披露します。
▼時間　17時30分～
▼場所　八坂神社 拝殿

「鷺
さぎ

の舞」 の奉納
山口市の「鷺の舞」は、現存する中で唯一、
室町時代から一度も途絶えることなく伝
承されてきた貴重な伝統芸能です。
▼時間　18時30分～
▼場所　八坂神社

バ
ス
臨
時
運
行
路

中
市
ア
ー
ケ
ー
ド
入
口

（
新
町
）

浦安の舞の
写真挿入予定

浦安の舞（左）と鷺の舞（右）の様子

7/20 土

7/27 土

7/24 水

みずほ銀行
● 山口銀行●★

臨時駐輪場（20、24、27日の18時～22時）

神輿の主なルート
※橙色線の範囲を往復しながら、八坂神
社から御旅所までを移動します（7/27
は御旅所から八坂神社まで）。

입체형

평면형

마스코트는 공주시를 대표하는 중요한 요소이므로, 어떠한 경우라도 변형하여 사용할 수 없으며 

데이터 CD에 수록된 원본 파일을 활용하도록 합니다.

마스코트는 표현 방식에 따라 입체형과 평면형이 있으며, 입체형 이미지 사용을 원칙으로 합니다.

다만 그레디언트 색상 구현이 어렵거나 단순한 표현이 어울리는 상황에서는 평면형 이미지를 사용합니다.

Basic Form
마스코트 기본형

06 Gongju City Brand Book / Mascot

◀公州市のマスコット コンジュ (左 ) コマゴム (右 )



6市報やまぐち　2024年（令和6年）7月 1日号7 市報やまぐち　2024年（令和6年）7月 1日号7

る
言
語
対
応
な
ど
の
お
も
て
な
し
環
境

の
整
備
が
大
事
と
考
え
ま
す
。
彼
ら
が

観
光
案
内
所
や
地
元
の
方
々
と
ふ
れ
あ

い
、
人
の
温
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
は
旅

の
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

観
光
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
０

　
本
市
で
は
、
学
生
消
防
団
員
の
市
内
定

住
と
将
来
の
防
災
の
担
い
手
確
保
に
向
け
、

山
口
市
学
生
消
防
団
活
動
認
証
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
就
職
し
た
方
お
よ
び
採
用

し
た
企
業
に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

セ
ス
の
良
さ
や
災
害
リ
ス
ク
な
ど
を
考
慮

し
て
、
鋳
銭
司
地
域
を
建
設
予
定
地
と
し

て
決
定
し
た
。
今
後
も
、
運
送
を
通
じ
て

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
事
業
所
は
本
年
12
月
に
操
業
開
始
の

見
込
み
で
、
操
業
に
合
わ
せ
て
5
人
の
新

規
雇
用
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
１
３

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
（
以

下
、
Ｎ
Ｙ
Ｔ
紙
）「
２
０
２
４
年
に
行
く

べ
き
52
カ
所
」
へ
の
山
口
市
選
出
を
受

け
て
、
山
口
大
学
経
済
学
部
の
加
藤
真

也
准
教
授
の
研
究
室
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｙ

Ｔ
紙
選
出
に
よ
る
山
口
県
全
体
へ
の
経

済
効
果
が
、
２
０
２
４
年
の
1
年
間
で

89
・
9
億
円
に
上
る
と
の
試
算
結
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
結
果
に
関
す
る
報
告
の
た
め
、

5
月
28
日
（
火
）、
加
藤
准
教
授
と
研
究

室
の
学
生
が
市
長
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
准
教
授
は
「
Ｎ
Ｙ
Ｔ
紙
を
契
機
に

増
加
し
た
観
光
客
数
を
維
持
す
る
た
め

に
、
ま
ず
は
、
外
国
人
旅
行
者
に
対
す

　
有
限
会
社
エ
フ
ケ
イ
ケ
イ
物
流
（
本
社

防
府
市
）
が
、
本
市
鋳
銭
司
地
域
へ
の
新

事
業
所
建
設
と
本
社
移
転
を
決
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
5
月
21
日
（
火
）
に
同
社
と

本
市
が
、
県
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
新
事

業
所
建
設
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
印
に
あ
た
っ
て
、
市
長
は
「
新
事
業

所
の
建
設
を
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
市

が
目
指
す『
ず
っ
と
元
気
な
山
口
』の
実

現
に
向
け
た
原
動
力
に
も
な
る
も
の
と
大

い
に
期
待
し
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
有
限
会
社
エ
フ
ケ
イ
ケ
イ
物
流

の
木
村
昭
徳
代
表
取
締
役
は
「
交
通
ア
ク

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

問   問   

災
害
時
等
に
お
け
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

に
よ
る
炊
き
出
し
等
に
関
す
る
協
定

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
選
出

に
よ
る
経
済
効
果
の
試
算
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た

問   問   

▲加藤准教授（左から 4人目）、研究
室学生 5人と市長（右から 3人目）

▲協定書を手にする山口グルメケー
タリング協同組合の田中代表理事
（中央右）と市長（中央左）

と
に
よ
り
、
新
た
な
阿
東
地
域
の
に
ぎ
わ

い
と
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
な
る
集

客
と
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

竣
工
記
念
式
典
に
出
席
し
た
市
長
は

「
篠
生
分
館
を
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
生
涯
学
習
や
地
域
福
祉
の
活

動
を
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
か
ら

愛
さ
れ
る
『
に
ぎ
わ
い
と
交
流
を
生
み
出

す
場
所
』
と
し
て
大
い
に
ご
活
用
を
い
た

だ
き
た
い
。
皆
様
の
活
動
が
阿
東
地
域
の

活
力
の
創
出
や
さ
ら
な
る
魅
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、
記
念
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
あ
と
う
夢ゆ
め
だ
い
こ

語
太
鼓
の
皆

さ
ん
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
の
披
露
、
餅
ま

き
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
５
６
‐
０
１
１
６

り
、
衛
生
的
で
温
か
い
食
事
の
提
供
が
可

能
と
な
る
た
め
、
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え

る
被
災
者
の
皆
さ
ま
の
安
心
感
に
つ
な
が

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
山
口
グ
ル
メ
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
協
同
組
合

の
田
中
太
一
代
表
理
事
は
「
災
害
発
生
時

は
住
民
の
安
全
確
保
や
心
の
ケ
ア
が
最
優

先
。
移
動
調
理
の
で
き
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
強
み
を
生
か
し
て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
食
事
の
提
供
で
、
備
蓄
食
料
だ
け

で
は
偏
り
が
ち
な
栄
養
を
補
い
、
被
災
者

の
心
を
満
た
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
７
２
３

6
月
2
日
（
日
）、
阿
東
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
篠
生
分
館
お
よ
び
道
の
駅
「
長
門
峡
」

駐
車
場
の
一
体
的
な
整
備
が
完
了
し
た
こ

と
か
ら
、
地
元
関
係
者
等
を
お
招
き
し
、

竣
工
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
篠
生
分
館
と
、
隣
接
す
る
山

口
県
農
業
協
同
組
合
長
門
峡
支
所
と
の
間

は
、
屋
根
付
き
の
連
絡
通
路
で
結
ば
れ
、

一
体
的
な
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

篠
生
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
、
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
い
て
い
る
道
の
駅
「
長
門
峡
」

に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
た
こ

団
員
と
し
て
も
活
動
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

消
防
の
広
報
活
動
や
消
火
活
動
に
励
み
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
救
助
方
法
な
ど
を

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

消
防
本
部
警
防
課
☎
０
８
３
‐
９
３
２

‐
２
２
０
２

　
災
害
時
等
に
お
け
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に

よ
る
炊
き
出
し
等
に
関
す
る
協
定
が
、
山

口
グ
ル
メ
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
協
同
組
合
と
本

市
と
の
間
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
締
結
式
が
5
月
29
日
（
水
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
市
長
は
「
近
年
は
気
候
変
動
に
よ
り
災

害
が
頻
発
化
し
て
お
り
、
避
難
場
所
で
の

長
期
滞
在
の
可
能
性
を
考
え
、
被
災
者
の

皆
さ
ま
の
健
康
に
配
慮
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

対
応
が
必
要
と
な
る
。
今
回
の
協
定
に
よ

　
こ
の
度
、
河
村
真
佑
さ
ん
が
、
大
学
卒

業
後
も
地
元
の
大
内
分
団
の
消
防
団
員
と

し
て
消
防
団
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、
学

校
法
人
藤
村
学
園
認
定
こ
ど
も
園
旭
幼

稚
園
へ
就
職
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
5
月
28

日（
火
）に
奨
励
金
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
酒
井
消
防
長
は
「
保
育
教
諭
を
し
な
が

ら
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
消
防
団

員
と
し
て
の
活
動
に
も
尽
力
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。
今
後
、
人
口
減
少
に
と

も
な
い
、
地
域
経
済
や
産
業
活
動
の
収
縮

等
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
若
い
消
防
団
員
が

地
域
に
定
住
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
心
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
河
村
さ
ん
は
「
令
和
3
年
か
ら
学
生
消

防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
が
、
消
防

団
員
で
あ
る
父
か
ら
学
生
消
防
団
員
就
業

奨
励
金
制
度
の
存
在
を
教
え
て
も
ら
い
、

幼
稚
園
職
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
消
防

▲あとう夢語太鼓の皆さんによる
太鼓の演奏

▲奨励金を交付された河村さん（中央
左）と旭幼稚園藤井理事長・園長（中
央右）

問   問   

有
限
会
社
エ
フ
ケ
イ
ケ
イ
物
流
の

新
事
業
所
建
設
協
定
調
印
式

学
生
消
防
団
員
就
業
奨
励
金
・

消
防
団
員
企
業
雇
用
奨
励
金
交
付
式

▲協定書を手にする有限会社エフ
ケイケイ物流の木村代表取締役
（右）、山口県の末廣企業立地統
括監（中央）、市長（左）

問   問   

阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
篠
生
分
館

お
よ
び
道
の
駅
「
長
門
峡
」
駐
車
場

竣
工
記
念
式
典

問   問   

「
夏
の
は
じ
ま
り
を
告
げ
る
」

表
紙
の
写
真
は
、
6
月
1
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
た
阿
知
須
浦う

ら

ま
つ
り
の
ひ

と
コ
マ
で
す
。
約
１
５
０
年
の
歴
史
を

持
つ
伝
統
行
事
十じ

ゅ
う
し
ち
や
さ
い

七
夜
祭
と
花
火
大
会

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
七
夜
祭
で
は
、
踊
り
曳ひ

き
山

（
山だ

し車
）や
神み

こ
し輿
の
練
り
歩
き
が
行
わ
れ
、

山
車
は
引
き
手
が
、
神
輿
は
担
ぎ
手
が
、

そ
れ
ぞ
れ
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
祭
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
山
車
の
１
階
で

は
笛
や
太
鼓
で
「
シ
ャ
ギ
リ
」
と
呼
ば

れ
る
お
囃は

や
し子
の
演
奏
を
、
２
階
の
舞
台

で
は
踊
り
を
、
子
ど
も
た
ち
が
披
露
し

ま
し
た
。
真
剣
な
眼
差
し
や
笑
顔
か
ら

は
、
日
々
練
習
に
励
ん
だ
努
力
が
垣
間

見
え
る
だ
け
で
な
く
、
祭
り
に
参
加
し
、

み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
る
喜
び
を
感
じ

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
し
た
。

　
花
火
大
会
で
は
、
約
3
５
０
０
発
の

花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
多
く
の
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
阿
知
須
浦
ま
つ
り
を
皮
切
り
に
、
心

踊
る
夏
が
こ
れ
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

子どもたちによる踊りの披露

問 表
紙
の
写
真
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一般国道 2号 台道・鋳銭司拡幅が事業化一般国道 2号 台道・鋳銭司拡幅が事業化
～交通混雑の緩和と安全性の向上～～交通混雑の緩和と安全性の向上～

　今年度、国土交通省において「一般国道 2号 台道・鋳銭司拡幅」が新たに事業化されました。事業区
間は防府市台道から山口市鋳銭司までの 2.8 ｋｍで、下図の赤い太線（        　        　）で示された区間です。
　本市では今後も国、県及び関係団体と連携し、この区間の早期整備に向けて取り組んでいきます。

問問

道路が整備（4車線化・歩道設置）されることで
さまざまな効果が期待できます。

山口河川国道事務所のウェブサイトでも一般国道 2号 台道・鋳銭司拡幅に関する情報をご覧いただけます▶

効果① 移動がスムーズに

・交通混雑の緩和
・移動時間の短縮

効果③ 災害等に強い

・山陽自動車道との相乗効果
・災害時に代替路としての機能
・ダブルネットワークの強化

道路建設課☎ 083-934-2711

効果② より安全に

・交通事故の減少
・安全・安心な歩行空間の確保

効果④ 医療体制の強化

・高度な救急医療に対応可能な
県立総合医療センター等への
アクセス向上
・救急車両の到着時間の短縮

効果⑤ 経済活動を支える

・山口南インターチェンジ周辺
の産業団地（鋳銭司第二団地
等）から周辺の工場群へのア
クセス向上
・本市での地域経済活動の促進

一般国道2号 台道・鋳銭司拡幅
延長2.8 ｋｍ

（
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）

吉南病院

長沢ガーデン

山口市 防府市

大道小学校

大道中学校

2 車線→４車線 歩道設置

道路整備のイメージ

　1日 3食、主食・主菜・副菜をそろえて食べる習慣づくりのきっかけになるよう、また、不足しがち
な野菜を簡単においしく食べることができるよう、小中学生を対象に「第 18回ぼく・わたしのお料理
コンクール」で、野菜を使った 2つの食材でできるお弁当のおかずのレシピ
を募集しました。その中の入賞作品を紹介します。（学年は昨年受賞時）
　入賞作品の作り方などを掲載したリーフレットは、各保健センターにあり
ます。また、市ウェブサイト、市健康増進課インスタグラム（右の二次元コー
ド）でもご覧いただけます。

保健センター（健康増進課）  ☎ 083-921-2666問

野菜　　を使った2つの食材でできるお弁当のおかず

ピ
ー
マ
ン
×
鶏
む
ね
肉

～主食・主菜・副菜を組み合わせて食べよう～

ウェブサイト インスタグラム

【材料（４人分）】
ピーマン………………６個
鶏むね肉………………400g
　　塩こしょう………少々   
　　酒……………小さじ１
片栗粉……………大さじ１
サラダ油…………大さじ１

　　みそ……大さじ１・1/2
　　みりん…大さじ１・1/2
　　水………大さじ１・1/2
しそ（みじん切り）……６枚
ごま（いり・すり）
　　　　　………各大さじ１

附属山口中１年　小
お の

野春
はるか

佳さん考案

【作り方】
１　ピーマン４個は一口大に、残
り２個をみじん切りにする。

２　鶏肉は一口大のそぎ切りに
し、Aをふってよく揉み、片
栗粉をまぶす。

３　フライパンにサラダ油を熱
し、2を焼く。両面に軽く焼
き色がついたら１を入れる。

４　鶏肉に火が通ったら、合わせ
たＢを入れ、煮からめる。

５　火を止めて、しそとごまを入
れる。

【材料（４人分）】
かぼちゃ…………………180g
ごぼう……………………１本    
片栗粉………………大さじ１
サラダ油……………大さじ２ 

　　　砂糖…………大さじ２
　　　しょうゆ……大さじ２
　乾燥パセリ……………少々

【作り方】
１　かぼちゃとごぼうを洗い、一
口サイズに切る。ラップをし
てレンジ (600W) で３分間加
熱して、片栗粉をまぶす。

２　フライパンにサラダ油を熱し、
１を焼く。

３　火が通ったら、Aを入れてか
らめ、出来上がりにパセリを
かける。

湯田中１年　石
いしかわじゅな

川樹菜さん考案

か
ぼ
ち
ゃ
×
ご
ぼ
う

A
作りおきおかずとして
最適です！

かぼちゃとごぼうコロコロ

副菜

片栗粉をまぶすことで
カリカリ食感に！

主菜 ＋ 副菜

とりとピーマンのみそ・しそいためとりとピーマンのみそ・しそいため

ピーマンの３分の１を
みじん切りにして、多
く感じないようにして
います！

A

B
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圏域の市町におでかけしよう！

圏域7市町の
イベント情報

第 70 回宇部市花火大会第92回厚狭花火大会山陽
小野田 宇部 防府天満宮七夕まつり防府

期間中は「傘玉アート」に
よって境内を幻想的に照ら
す「光の斎庭（ゆにわ）」が
皆様をお迎えします。
期間 7 月 1日（月）～ 7日（日）

防府天満宮（松崎町 14-1）
☎ 0835-23-7700

宇部港という絶好のロケ―
ションを背景に、真下から花
火が見えるような迫力のある
花火大会。
日時　7月 27日（土）20時～
場所　宇部港（港町１丁目５- ５）
実行委員会☎ 0836-31-0251

打ち上がる迫力ある姿と川
面に映る優雅な姿が魅力的
な、約 2,500 発の花火が夜
空を彩ります。
日時　7 月 25日 ( 木 )20 時～
場所　厚狭川河畔（大字厚狭）
山陽商工会議所☎0836-73-2525 問

令和４年に民俗芸能「風流踊」
の一つとしてユネスコ無形文
化遺産に登録された津和野弥
栄神社鷺舞の企画展。
期間 6月1日（土）～7月31日（水）

津和野町日本遺産センター（後
田ロ 253）☎ 0856-72-1901

萩博物館開館
20周年記念特別展
「海の妖怪展」水神公園滝開き・そうめん流し 鷺舞企画展美祢 萩 津和野

海坊主や船幽霊など日本古
来の妖怪が集結！さらには
萩の「ご当地妖怪」タキワ
ロなどの珍魚・怪魚が登場。
期間　7月20日（土）～9月23日（月・休）

萩博物館（堀内355）
　☎ 0838-25-6447

7月 7日 (日 )は滝開きの神
事、マスのつかみ取りを開催。
期間 7月6日（土）～9月
30日（月）※9月は土、日、
祝のみ営業
場所 水神公園（於福町上西寺）
西寺そうめん流し事業部（飯田）
090-3176-4609

問

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

問

問所 問所

問所

イベントカレンダー
6/29（土）～ 11/10（日） 7/27（土）7/13（土）～ 9/15（日）
YCAM Dance Crew 2024
ダンスブース展示

山口情報芸術センター
[YCAM] ☎ 083-901-2222

所所 問問

コミュニティ・スペースに体験
型のダンスブースが登場！

コロガルあそびのひゃっかてん
2024
山口井筒屋 2階
山口情報芸術センター
[YCAM] ☎ 083-901-2222

所所
問問

子どもたちが自ら考え学ぶ遊び
場が、今年もオープン。

第 46回ふしの夏まつり
椹野川東津河川公園
実行委員会
☎ 083-973-4274

所所
問問

総踊り、約3,000発の花火など。

撮影：山中慎太郎（Qsyum!） 撮影：山中慎太郎（Qsyum!）
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   短
冊
に
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をつ
づ
り
、
笹
や
竹
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に
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る
七
夕
の
季
節
が
近
づい
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き
ま
し
た
。

　

今
月
号
の
特
集
で
紹
介
を
し
た「
山
口

祇
園
祭
」
な
ど
、
市
内
で
は
、
今
年
も
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
夏
祭
り
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
様
も
、
こ
う
し
た
お
祭
り
に
参
加
し

た
こ
と
や
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に

出
掛
け
ら
れ
た
こ
と
が
、
夏
の
思
い
出
と
し

て
、
今
も
心
に
残
って
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
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本
市
な
ら
で
は
の

風
土
に
育
ま
れ
た
お

祭
り
は
、
私
た
ち
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

続
く
歴
史
や
文
化
を

知
る
こ
と
や
、先
人
の

思
い
や
願
い
を
継
承

し
て
い
く
こ
とへの
大

切
さ
を
感
じ
る
き
っ

か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域

のつ
な
が
り
や
連
帯
感
を
高
め
、
ふ
る
さ
と

への
誇
り
や
愛
着
を
養
う
、
そ
ん
な
大
き

な
役
割
も
持って
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
お
祭
り
が
あ
る
日
常
の
暮
ら

し
を
引
き
継
い
で
こ
ら
れ
た
全
て
の
方
々
に

感
謝
しつつ
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こ
れ
か
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う

「
安
心
し
て
元
気
に
暮
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し
て
い
け
る
ま
ち
」

を
、
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